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	第１条　名称
	本部会は「社団法人　日本技術士会(以下、技術士会)東北支部　応用理学部会」(略称｢東北　応用理学部会｣)と称する。

	第２条　目的
	本部会は、
	１）専門技術の観点から技術士会に協力する。
	２）技術士の職業倫理の確立と地位の向上を図る。
	３）部会員の技術の向上を図る。
	４）部会員相互の親睦を図る。
	５）専門技術を通し地域社会へ貢献する。

	こと等を目的とする。

	第３条　部会員
	部会は、応用理学部門に合格した技術士会会員および準会員をもって構成する。

	第４条　役員
	本部会は、上記目的を達成するため、次の各号に掲げる役員を置き円滑な部会の運営にあたる。
	部会長　　　　　1名
	副部会長　　　　2名
	幹事　　　　　若干名
	会計　　　　　　1名（幹事の中から互選で決める）

	本部会は顧問を置くことができる。顧問は、本部会活動の活発化および円滑な運営を図るため、第7条で規定する会議に出席し、意見を述べることができる。
	役員の任期は1期2年とし、再任を妨げない。ただし、部会活動活性化のため、最長2期を限度とする。

	第５条　役員の選任
	（１）部会長は、部会総会において選任する。
	（２）幹事は、部会長が部会員の中から委嘱し、支部長に報告する。
	（３）顧問は、役員会が推薦し、支部長の承認を得て委嘱する。

	第６条　役員の任務
	１．部会長は，部会を代表し、全般を総括し，必要に応じて日本技術士会東北支部の役員会で部会に関する意見を述べることができる。
	２．副部会長は、部会長を補佐し部会長に事故があるときは，その任務を代行する。
	３．幹事は，部会の年次計画案を作成、実行、その他事務事項を担当する（部会員の連絡事項を含む。）

	第７条　会議の種類
	本部会の会議は、総会、役員会とする。

	第８条　総会
	１．総会は定期総会及び臨時総会とし、部会長が召集する。
	２．定期総会は、毎年6月に開催する。
	３．臨時総会は、次の各号に該当する場合に開催する。
	①役員会において必要と認めた場合
	②部会員の５分の１以上から会議の目的たる事項を示し請求があった場合
	③前項の規定により臨時総会を開く請求があったとき

	は、部会長は、速やかに総会を招集しなければならない。

	第９条　総会の議事
	１．総会においては、この規約に規定するものの他、次の各号に示す事項を議決する。
	①前年度活動報告及び決算の承認に関する事項
	②年次活動計画及び予算の決定に関する事項
	③役員会において総会に付議する必要があると認めた事項

	２．総会の議事は、出席者の過半数を以って定める。

	第１０条　規約の変更
	本規約の変更は、役員会の３分の２以上の同意を以って発議し、総会において出席した部会員の３分の２以上の同意を以って成立する。

	第１１条　役員会
	１．役員会は構成員の２分の１以上の出席を以って成立し、次の事項を審議する。
	２．役員会の議長は部会長が努める。ただし、都合で部会長の指名により一任された者が会議を推進することができる。
	３．役員会の内容は、その都度議事録を作成する。
	４．役員会に付議する事項は，部会の運営に関することを原則とする。

	第１２条　部会活動
	部会活動は、第２条の目的を達成するため、次の各号に掲げる活動を行う。
	１． 本部会並びに他の部会との連携を図り、共通の課題に対する、討議、意見の交換及び行事の共催
	２． 国、地方公共団体、民間等の国内の組織団体との技術交流並びに海外の科学技術関係の技術者との交流
	３． 科学技術に関する調査並びに文献及び資料の収集
	４． 科学技術に関する研修、講演会、見学会等の開催
	５． 専門技術により地域に貢献するため地方公共団体等からの相談・依頼があった場合業務を受託し行うことができる。
	６． 科学技術に関する情報の交換、新技術の修得及び意見交換等を目的とする行事の開催
	７． 部会員相互の親睦を図るための行事の開催
	８． 前各号に掲げるものの他、本部会の目的を達成するために必要な活動


	第１３条　会費等
	年会費は当面の間，無料とし、各行事毎に参加費を徴収する。

	第１４条　事業年度
	本部会の事業年度は、毎年４月１日から翌年３月３１日とする。


